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Ｒ５年度吉武スポーツ祭



将来の予測が困難な複雑で変化の激しい社会や、グローバル化が進む社
会に、どのように向き合い、どのような資質・能力を育成していくべきか。
また、一人一人が幸福な人生を生きるためには、
どのような力を育んでいくべきか。
その問いに対して，たくましく生き抜く力として，
「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」が
位置づけられました。

つまり，これからの社会を生き抜くためには，
単に知識・技能をどれだけ身につけているか
ということだけではなく，それらを使い，主体的に
考え，判断し，表現する力や，自ら課題を設定し
解決する力を含む「生きる力」が必要なのです。

宗像市ではそのような力を
「志をもち，自分の将来や社会の未来を創造する力」
としました。
そして，その力を育むために，
吉武小学校では「挑戦する楽しさ」を
今年度のキーワードに設定しました。

挑戦とは，以下のような姿です。

１ 既習の知識や技能，情報をもとに課題を設定する。
２ 課題解決のための見通しをもつ。
３ 課題解決に向かって，新たな情報を得たり，整理したり，練
習を繰り返したりする。
４ 課題解決の過程において，進捗状況を自己評価し，調整
する。
５ 課題を解決できたかどうか根拠を明らかにし，判断する。
６ 自己の挑戦を振り返り，課題解決できた（できなかった）
理由や，自己の成長，さらに追求したいことなどを明らかに
する。

吉武小学校では，この一連の挑戦を「楽しい」と感じる子供を
育てようとしています。
なぜなら，このような挑戦を「楽しい」と感じる子供は，
未知の問題，想定外の問題にぶつかったとき，主体的に
何が課題か考え，課題解決に向かっていくことができると
考えたからです。

たくましく生き抜く力を育むために，
このような挑戦が，学校だけでなく地域や家庭でも
行われることを願っています。

子供が挑戦したいことがある「吉武」
子供の挑戦を支えたり応援したりする「吉武」
そして， たくましく生きる力を身につけた子供が
参画・貢献する「吉武」
そんな「吉武」の小学校になりたいのです。

吉武小学校の児童数 １５７名（令和６年４月現在）
１年生 ２０名 ２年生 ２０名 ３年生 ２８名
４年生 ３９名 ５年生 ２３名 ６年生 ２７名
（※やまびこ学級在籍児童を含む。）
特別支援学級
やまびこ１組 ６名 やまびこ２組 ５名
やまびこ３組 ４名

協働的に挑戦する子供 吉武プラットホーム

吉武バザーむなかた子ども大学の日

月 / 日 行 事 等

４/２７ 学習参観

６/１０ 学校の日

６/２４ 交通安全教室（１・４年）

９/１４ 宗像市総合防災訓練（学校の日）

１０/ ５ 吉武スポーツ祭

１１/ ９ むなかた子ども大学の日・感謝の会

２/１０ 学校の日

２/２８ お別れ集会

地域・家庭に公開する子供の挑戦

子供が挑戦できる主な地域行事・ＰＴＡ行事

月 / 日 行 事 等

４/ ７ 新立山開き

４/１７ 長宝寺法要

８/１７ 吉武夏祭り

１０/ ６ 釣川クリーン作戦

１１/１９・２０ 八所宮秋季大祭

１１/１０ 吉武地区総合防災訓練

１１月 吉武バザー

１２月 地域もちつき大会

３月 自転車安全教室

通年 よしたけ広場（年５回程度）

通年 正助さんの寺子屋（年６回）

春・秋 一斉清掃


